
市場にはたくさんのグッズが並んでいます。

こんな玩具で遊んだことあるな、便利な道具だな、など楽しい思いで眺めます。

子どもたちは、モノを使いながらいつの間にか器用になっていきます。

成長にはモノは欠かせないですが、せっかく興味を持っても使えないケースも忘れてはいけません。

ここでは興味があるのに使うタイミングを逃してしまうケースを「布の結び方」を通して考えます。

悪 循 環 を 抜 け だ し新しい社会 へ

発 達 障 害 、 知 的 障 害 の 子 供 た ち の

未 来 に つ な げ る

L e a v e  N o  O n e  B e h i n d

質の高い教育をみんなに

全ての人に健康と福祉を

結 べ る 風 呂 敷 ,結 べ る 風 呂 敷 ,



子どもの成長にはモノが欠かせませんが、せっかく興味を持っても

扱えないケースがあることを忘れてはなりません。

市場にはたくさんのモノが並び、眺めていると「昔、これで遊んだ

なぁ」「自分の子供に使わせてあげたいなぁ」と様々な思いにあふ

れます。

子どもたちは モノを使いながらいつの間にか器用になっていきます。



興味のあるモノに出会っても、誰しもそれが使えるとは限りません。

誰も取り残さない社会を目指していても、まだ入りこめていないとこ

ろがあるのです。

発達や障害に関係なく  

興味のある（心の成長に合った）モノが使える

モノを使うチャンスを逃してしまうことがある

理 想

現 実

leave no one behind（誰も取り残さない）

leave someone behind （取り残されることがある）



読みたい本がある

お洒落な服が着たい

友達とゲームがしたい

【例】

【例】

読みたい本がある 読めない。読める本はは赤ちゃん向け

オシャレな服が着たい 着られない。ボタンや紐が難しい

友達とゲームがしたい できない。 ルールがよく分からない

そのミスマッチはいったいどこからやってくるのでしょうか

読めない。読める本は赤ちゃん向けだ

着られない。ボタンや紐が難しい

できない。ルールが分かりにくい



このミスマッチは

一体どこからやってくるのでしょうか

【例】

読みたい本がある 読めない。読める本はは赤ちゃん向け

オシャレな服が着たい 着られない。ボタンや紐が難しい

友達とゲームがしたい できない。 ルールがよく分からない

そのミスマッチはいったいどこからやってくるのでしょうか



それは、健常者（平均的な発達の子供）が使うための商品作りをして

いるからです。

それだけではありません。

障害のある子には使えない。使えるモノの中から選ぶしかない。

そのように社会が認識している部分があるのです。

「発達がゆっくりの子の人数が少ないから仕方がない…。」



他 の モ ノ で 代 用

使いたいモノの

使い方練習ができない

スキルが得られない

発達障害、知的障害の子供には

できないと認識される

次の世代の

チャンスも生まれない

興味はあるが使えない

モノが使えない悪循環

興味あるものが使えないと、自分や同じ立場の人の成長のチャンスを逃してしまいます。

モノが使えない悪循環

布の結び方の練習をしない

結び方を練習をする

進歩がない

結ぶスキルを習得する

できることが社会に伝わる



モノが使えない時、何かを代用するだけではなく、モノが人へ近づ

く工夫も大切です。

このように、興味のあるモノが使えずチャンスを逃したままでいる

と未来の成長も逃してしまいます。



一般的に布の結びは難しいと思われがちです。

しかし、実は想像より難しくありません。

間違えやすいポイントを押さえれば意外と簡単に結べます。

風 呂 敷 の 結 び は 難 し い ？



布の結びで間違えやすいポイントとは？？

1 布をおく角度

2 物をおく場所 （A）

3 布の端をもつところ（B）

4 布の端の重ね方（C）

5 布をひっぱる時の先端の見つけ方

※2回目以降同じ

置き方が分からない 持つところが分からない どちらが上か分からない

A B C

可視化されていない布

間違えやすいポイントは最初から最後まであります。

言葉で右、左、あれ、これ、と教えるには限界があるようです。



そこで、間違えやすいポイントを見えるようにデザインしてみまし

た。

布そのものにデザインを、また そのデザインならではのルールが

あるため、動画の通りにすると遊び感覚で結びを覚えることがで

きます。



布の結びで間違えやすいポイントを目で見る！

1 布をおく角度 机と布を平行に置く（動画）

2 物をおく場所 黒い四角に合わせて置く （布のデザイン※Ａ）

3 布をもつところ 黒い線を合わせて持つ （布のデザイン※Ｂ）

4 布の端の重ね方 決められた色を重ねる （布のデザイン※Ｃ）

5 布をひっぱる時の先端の見つけ方 決められた色を引っ張る。左右の色分けを

頼る（布のデザイン）

※2回目以降もくりかえす

四角の上に置く 対角線を合わせる 決められた色を上にする

包んで楽勝！

A B C

動画を見ることで視覚に訴えます。

布の結びで間違えやすいポイントとは？？

1 布をおく角度

2 物をおく場所 （A）

3 布をもつところ（B）

4 布の端の重ね方（C）

5 布をひっぱる時の先端の見つけ方

※2回目以降同じ



結び方のワークショプを行った際は、結びができなかった自閉症の

お子様が3回目で結べるようになり、4回目は誰にも声を掛けてもら

わず、ひとりで成し遂げることができました。終了後には開催場所

を往復して挨拶してくれました。

風呂敷のデザインに頼ると、発達障害、知的障害の子供たちの強み

でもある視覚情報から覚える力が大いに引き出されるのです。



モノに興味を持った時、最初からうまく扱える人はいません。

上達がゆっくりな人にも、分かりやすい商品作りをすることで、力が

発揮されるのです。



他のもので代用

布の結び方の練習をしない

スキルが得られない

できることが社会に伝わる

興味はあるが

結び方が分からない

発達障害、知的障害の子供

にはできないと認識される

次世代も期待される

誰も取り残さない社会

次の世代の

チャンスも生まれない

結果的に取り残される

新しい社会へ

悪 循 環 か ら 抜 け 出 す 図

結 び 方 の 練 習 を す る

結び方を学ぶチャンスを作る

結 ぶ ス キ ル を 得 る



「分からない」という悪循環から１日も早く抜け出し、誰も取り

残さない新しい社会へと繋げるために、ひとりひとりの力を引き

出す丁寧な商品作りを目指します。

誰も取り残さない社会



そもためにも、たくさんの方の使用感想、ご意見を集めることが必要

です。

サンプルもご用意していますので、デザインの好み、使用シーンなど

もぜひお聞かせください。

小さい企業であるからこそ、ご意見をダイレクトに反映しやすく、ス

ピードをだせることもあるはずです。

ご本人、ご家族、支援者の皆様にご協力をいただきたく、宜しくお願

い申し上げます。

スリーリバーズ



スリーリバーズ

他のバリエーション

結び方動画は

こ ち ら か ら



サイズ：縦48×横48ｃｍ

素 材：生地 綿 100％

リボン 部分 ポリエステル100％

洗 濯：洗濯機、乾燥機、アイロン可

（リボン部はアイロン軽く）

内 面 外 面

日 本 製

意匠権取得

大阪地域代表商品

商 品 情 報

結 べ る 風 呂 敷

s h o p
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